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愛媛県では平成24年に災害医療コーディネータ制度が発足し、3種類のコーディ
ネータ計15名が任命された。演者は八幡浜・大洲圏域をカバーする、災害拠点病院
コーディネータを拝命している。その役割としては、圏域内において、1)被災状況や医
療ニーズ等の収集、分析及び伝達、2)DMATや救護班等の受入れ及び派遣調整、3)医
療機関の患者受入れ及び搬送調整などを行うことが規定された。

当圏域はその大部分が伊方原発から30km圏内に含まれ、コーディネータは原子力
災害時に、県緊急ひばく医療アドバイザと共に、県保健福祉部による入院患者の広域
避難に関する調整に協力する。演者らの調査では、圏内17有床医療施設の入院患者
総数は1800人、うち500人余りがストレッチャー担送を要し、人工呼吸などを要する患
者症患者数も70人に上る。これらの患者の受け入れ先の確保と、搬送及びその間の
医療監視には県内外の災害拠点病院やDMATとの連絡調整が必要となり、圏域内に
おいて実現可能な避難計画としてまとめておく必要がある。

以上、県のみならず全国の災害医療コーディネータの中でも特別な任務を帯びる、
原発立地圏の災害コーディネータとしてその責務について考察する。



愛媛県では平成24年に災害医療コーディネーター制度が
発足し、コーディネーター計15名が任命されました。その役
割としては、担当圏域内において、

①被災状況や医療ニーズ等の収集、分析及び伝達、
②DMATや救護班等の受入れ及び派遣調整
および
③)医療機関の患者受入れ及び搬送調整をすること
が規定されています。



県内には統括コーディネーター１名、災害拠点
病院コーディネーター８名、公立病院コーディネー
タ－６名の計15名がおり、演者は八幡浜・大洲圏
域をカバーする、災害拠点病院コーディネータに
指名されています。



災害医療コーディネーターの所属医療施設を示します。

コーディネーター



県災害対策本部、被災地内外のコーディネー
ター間の情報伝達の流れは図のように想定され
ています。

コーディネーター間の情報伝達の流れ



八幡浜・大洲圏域の事情として、その大部分が
伊方原発の30km圏内に含まれ、コーディネー
ターは原子力災害時に、県緊急被ばく医療アドバ
イザーと共に、県による入院患者の広域避難に
関する調整に協力することになっています。

コーディネーター



2013年12月にわれわれが調査したところ、伊方
原発30km圏内医療機関の救護区分別入院患者
数は独歩720人、護送565人、担送514人、うち重
篤な患者は69人、合計1799人となっていました。



同様に、30km圏内の社会福祉施設入所者は独
歩712人、護送1226人、担送451人、合計2389人と
なっていました。



災害医療コーディネーターとして、県内・県外へ
の避難シミュレーションを試みました。八幡浜市・
伊方町および大洲市、西予市の２群の患者に分
け、県内避難では片方は東温市・新居浜市など
へ、他方は松山市・今治市などへ、南海トラフ巨
大地震に伴う場合、片方は岡山県などへ、他方
は広島県・山口県などへ避難します。



以上の避難シミュレーションを図示すると図のよ
うになります。



【避難に関して必要な準備】として、まず搬送手
段、搬送中の看視と医療継続に関しては 消防、
DMAT、自衛隊・海上保安庁、警察などの支援を
いただく必要があります。

受け入れ先医療機関としては、県内の松山以
東以北の100床以上の病院と事前協定を結びた
いと考えています。さらに、近県の災害拠点病院、
被ばく医療機関にもご協力をいただきたいと考え
ています。



しかし、【原発周辺関係者と県・国の温度差】を
感じざるを得ません。

原発周辺の関係者として、演者は事前協定、明
確な計画策定を切望します。また、災害時の混乱
と情報途絶への懸念を持ちます。そして、当事者
以外の人々や組織の善意に疑念を捨てきれませ
ん。そして、残余リスクへの実現可能な準備の責
任を痛感します。



【結論】

災害医療コーディネーターである演者は、原発
周辺医療機関と県・国の調整役として、原子力災
害時の入院患者等の避難計画を策定する必要が
あります。しかし、搬送手段、搬送中の看視と医
療継続のための人員確保、受け入れ先医療機関
確保に関し苦慮しています。

県・国、そして全国の救急・災害医療関係者に
おかれましても、私共の様々な検討、試行錯誤に
ご助言、ご支援をお願い致します。


